
２．観光入込客統計調査の結果
(1) 令和２年の観光入込客数

　　表１　観光入込客数および対前年増減率

令和２年計（人） 令和元年計（人） 令和２年－令和元年（人） 対前年 増減率

日帰り客数 33,991,300 49,954,600 ▲ 15,963,300 ▲ 32.0%

宿泊客数 2,423,000 4,081,500 ▲ 1,658,500 ▲ 40.6%

観光入込客数 36,414,300 54,036,100 ▲ 17,621,800 ▲ 32.6%

　　　　　外国人観光入込客数および対前年増減率

令和２年計（人） 令和元年計（人） 令和２年－令和元年（人） 対前年 増減率

日帰り客数 77,090 328,415 ▲ 251,325 ▲ 76.5%

宿泊客数 40,472 342,049 ▲ 301,577 ▲ 88.2%

観光入込客数 117,562 670,464 ▲ 552,902 ▲ 82.5%

グラフ１　観光入込客数

グラフ１　延観光入込客数および前年比

　　　　　外国人観光入込客数

  令和２年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの観光施設で閉館、休業、入場制
限等をされたこと、花火大会や祭りなどのイベントが中止になったこと、外国人の入国制限等の
措置が取られたことなどから、日帰り客数および宿泊客数を合計した観光入込客数は、前年より
も17,621,800人少ない36,414,300人（▲32.6％）となり大幅に減少した。
　また、国のGo To トラベルや県の宿泊周遊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！」、市町独
自の施策等により６月以降回復傾向が見られたが、８月、11月頃から感染者が再び増加したこと
もあり、全体として前年の水準まで回復するには至らなかった。
　一方で、キャンプ場、ゴルフ場等の一部の施設では、観光入込客数が前年を上回っていること
から、比較的３密を避けやすいアウトドア関連施設の人気が高まったと考えられる。
　なお、観光消費額は、1,329億円であり、令和元年の2,035億円から706億円減少（▲34.7％）し
た。※観光消費額単価（日帰り：4,387円、宿泊：20,010円）
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